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戦
後
７
０
年
の
今
年
は
、
戦

争
と
平
和
、
立
憲
主
義
が
問

わ
れ
た
１
年
で
あ
っ
た
。
９

月
１
９
日
未
明
、
戦
争
法
案

は
強
行
成
立
し
た
が
、
国
民

の
怒
り
の
声
は
今
も
続
く
。 

８
月
に
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
「
戦
後
７
０
年 

未
来

へ
生
き
る
私
た
ち
へ
」
と
い

う
番
組
が
放
送
さ
れ
た
。
戦

争
体
験
者
の
声
を
集
め
、
戦

争
遺
構
を
発
掘
し
、
映
像
資

産
と
し
て
残
す
も
の
だ
。
地

域
メ
デ
ィ
ア
な
ら
で
は
の
取

材
力
を
活
か
し
た
番
組
だ
。

戦
後
７
０
年
は
メ
デ
ィ
ア
の

真
価
を
問
う
年
で
あ
っ
た
。 

 

１
２
月
９
日
に
亡
く
な
っ

た
作
家
・
野
坂
昭
如
さ
ん
は
、

直
前
の
手
紙
で
「
日
本
が
ひ

と
つ
の
瀬
戸
際
に
さ
し
か
か

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
」「
平
和
と
や
ら
を

守
る
と
い
う
名
目
で
、
軍
事

国
家
、
つ
ま
り
戦
争
を
す
る

事
に
だ
っ
て
な
り
か
ね
な
い
」

と
書
い
て
い
る
。(

朝
日
１
２

月
１
１
日)

 

 
 

多
く
の
識
者
な
ど
か
ら
、

安
倍
政
権
へ
の
危
機
感
が
表

明
さ
れ
て
い
る
が
、
内
閣
支

持
率
は
じ
わ
り
と
回
復
し
て

い
る
。
毎
日
１
１
月
２
７
日

夕
刊
特
集
ワ
イ
ド
も
、
官
邸

の
「
見
え
る
広
報
」
奏
功
な

ど
と
指
摘
す
る
。
日
経
１
１ 

月
３
０
日
で
も
、
内
閣
支
持

率
「
安
保
前
」
水
準
に
と
報

じ
、
経
済
重
視
に
好
感
な
ど

を
要
因
に
あ
げ
る
。
沖
縄
辺

野
古
へ
の
強
権
政
治
、
閣
僚

の
不
祥
事
が
続
く
中
で
、
な

ぜ
支
持
率
回
復
な
の
か
。 

 
 

第
１
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

第
２
弾
を
打
ち
出
し
、
早
々

と
経
済
重
視
を
強
調
し
た
こ

と
だ
。
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

と
い
う
空
虚
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

も
、
そ
れ
な
り
に
好
感
さ
れ

て
い
る
の
か
。 

 
 

第
２
に
、
一
見
華
や
か
な

外
交
「
戦
略
」
の
展
開
で
あ

る
。
外
交
日
程
を
理
由
に
、

臨
時
国
会
を
開
催
せ
ず
、
野

党
の
追
及
か
ら
逃
げ
た
こ
と

も
、
政
権
の
現
実
を
国
民
に

見
え
な
く
し
た
。 

 
 

第
３
に
、
マ
ス
コ
ミ
の
影

響
も
大
き
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

だ
け

で
な
く
、
読
売
や
産
経
、
日

経
の
政
権
よ
り
の
姿
勢
が
目

立
つ
。
新
聞
の
二
極
化
は
、

国
民
世
論
を
二
分
さ
せ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
の
責
任
が
問

わ
れ
る
。 

野
党
が
安
倍
政
権 

に
代
わ
る
「
受
け
皿
」
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
も
、
国
民

世
論
に
影
響
し
て
い
る
。
戦

争
が
現
実
味
を
増
し
、
不
安

と
焦
り
も
感
じ
る
が
、
希
望

を
感
じ
る
年
で
も
あ
っ
た
。 

国
会
前
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
で
展
開
さ
れ
た
多
様
か

つ
多
彩
な
国
民
運
動
の
広
が

り
だ
。
と
り
わ
け
若
者
や
女

性
ら
の
草
の
根
か
ら
の
活
動

は
、
戦
後
史
の
な
か
で
も
特

筆
さ
れ
る
。 

来
夏
に
は
、
こ
の
国
の
行

く
末
を
左
右
す
る
参
院
選
が

あ
る
。
野
党
の
幅
広
い
結
集

を
求
め
る
声
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
。 

 
 

危
機
の
中
に
一
筋
の
希
望

の
光
を
見
い
出
し
、
新
た
な

年
を
迎
え
た
い
。 

 
 

 

今
年
も
偶
数
月
の
隔
月

に
「
月
間
マ
ス
コ
ミ
評
」
を

書
い
て
き
た
。 

新
聞
か
ら
現
代
日
本
を

問
い
、
マ
ス
コ
ミ
に
「
注
文
」

し
て
き
た
。「
マ
ス
コ
ミ
評
」

を
書
き
始
め
て
、
来
年
１
０

月
で
ち
ょ
う
ど
１
０
年
に

な
る
。
可
能
な
ら
来
年
以
降

も
書
き
続
け
て
い
き
た
い
。

こ
こ
は
私
に
と
っ
て
、
貴
重

な
「
発
信
の
場
」
だ
か
ら
だ
。 

 (

２
０
１
５
年

１２
月

３０
日)

 


